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小中高合同田植え実習を実施 
 

概 要 

 

兵庫県立千種高等学校は、地域農業への理解を深めることを通じて、一

貫教育事業の推進と地域愛の情勢のほか、食育の推進と地域活性化を目的

として、下記の通り小中高合同による田植え実習を実施します。本活動に

は、同校の１年生に加え、近隣の小・中学生が参加します。 

日時・場所等は以下のとおりです。 

 

【実習概要】 

 千種高等学校の圃場において、高校生と小・中学生が協力して田植えを

行います。 

【実施日時】 

 令和８年５月 29日（金） 13時 15分～14時 45分 

 （雨天予備日：６月５日） 

 ※実習時間は午後（５・６限）となります。 

【場所】 

 千種高等学校（矢内ソーメン工場）横圃場（面積：約８アール） 

【参加者】 

 計 64名（高校１年生 35名、中学９年生 14名、小学５年生 15名） 

【今後の予定】 

 ９月 25日（金）に、同圃場にて稲刈り実習を実施する予定です。 

参考資料 「イネの栽培を通した連携事業」実施要項 

問合せ先  県立千種高等学校 ℡ 0790-76-2033 
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